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市民意見募集手続の結果について 

 

１ 計画等の案の名称  第二次上田市子ども読書活動推進計画（素案） 

２ 募集期間  令和 3年 1月 16日（土曜日）から令和 3年 2月 15日（月曜日）まで 

３ 実施結果 

 （１）件 数  11件（7人）  

 （２）提出方法 

持参 郵便 電子メール ファクシミリ 計 

0件（0人） 0件（0人） 9件（6人） 2件（1人） 11件（7人） 

 ４ 意見に対する市の考え方  

No. ページ 意見の概要（要旨） 市の考え方 

１ 

P6 

第 3 

⑵ 

イ 

上田図書館の幼児向け絵本コー

ナーと児童コーナーが分かれてい

て、幼児期からの本の移行が難しい

と感じる。同じエリアにまとめられな

いか。 

また、上田図書館の児童コーナー

がトイレに近く、臭気が気になる。 

 上田図書館は本を置くスペースが手狭になってきてお

り、現行では両コーナーをまとめることは難しい状況で

す。ご意見にもありましたが、将来的に上田図書館を改

築整備していく際の課題とさせていただきます。 

 臭気については、これまでも対策をとってまいりました

が、利用に支障をきたさないよう、留意をしてまいります。 

２ 

P8 

第 3 

⑶ 

イ 

 計画のパンフレット作成をやめて、

その予算で読み聞かせで使える「投

影機」を各学校のクラス分、購入す

ることはできないか。 

 計画のパンフレットについては、計画の周知等に使用

するため、作成してまいりたいと考えています。 

 大型モニターに接続して教材を拡大して見せる「教材提

示装置」については、平成 29 年～令和元年にかけ学校

の要望を聞き各クラス 1 台ずつ購入した経過があり、持

ち運びが可能なことから、学校内での機器の借用などに

より対応をお願いします。 

３ 

P7 

第 3 

⑵ 

サ 

 中高生に対し、より多様な取組や

提案を行ってほしい。例えば、中学

校、高校と連携し、この計画につい

て考えたり、書店と協力して高校生

が本に触れ読書につながるようなイ

ベントの開催などはどうか。 

 第二次計画では、第 3⑵サ「関係機関・団体等との連

携」の項目を新たに加え、民間の皆さんとの連携も模索

していくこととしており、ご提案のあったイベントも含め、

検討してまいりたいと思います。 

 また、中学校、高校との連携も分かりやすいよう、一部

文言を修正しました。 

４ 

P3 

第 2 

⑵ 

イ 

 子どもたちが、市の図書館に行こ

うと思うためには、図書館が新たな

ことを学べたり、人と出会えるなど、

楽しく豊かな場所(知の中心の場)に

なってほしい。 

ビブリオバトルなど、参加しやすい

イベントも開催してほしい。 

 図書館には図書の貸出のほか生涯学習支援やレファ

レンスなど様々なサービスの提供が求められており、こ

れらの機能を活かすとともに、子どもたちのニーズをとら

えながら、図書館の利用を促す取組に努めてまいりま

す。 



５ 

P5 

第 3 

⑴

ア 

④ 

 健診に併せて、親向け、子供向け

の本を閲覧したり、購入できる場を

設けてはどうか。 

 現在、健診時に行っているブックスタート事業では、お

すすめの絵本リストをお渡ししているほか、今後セカンド

ブック事業の際にも年齢に応じた絵本リストをお渡しして

いきたいと考えています。ご提案の内容については、検

討してまいります。 

６ 

P6 

第 3 

⑵ 

エ 

 おはなしの会は、平日にも開催で

きないか。 

 利用者のニーズを踏まえるとともに、実施体制について

も考慮しながら、検討してまいります。 

７ 

P6 

第 3 

⑵

オ 

 おすすめ絵本リストなどの情報を

ネット上でも公開してほしい。 

上田図書館のホームページを活用して、情報の提供

に努めてまいります。 

8 

P9 

第 3 

⑷ 

イ 

 ボランティアに頼るのではなく、読

み聞かせを行う人が継続的かつ発

展的な活動ができるような仕組みづ

くりをしてほしい。 

 現状として、多くの方にボランティアとして読み聞かせ

にご協力をいただいております。その中で、仕組みづくり

ができるのかについては、研究してまいります。 

9 

P5 

第 3 

⑴ 

ウ 

③ 

 やまびこ号の巡回の日に、交流の

場として公民館などの部屋を開放し

たり、イベントなどに活用し、交流の

場としての役割をプラスしてはどう

か。 

 やまびこ号の運行については、多くのステーションを巡

回するため、1 か所に長い時間停車することが難しい状

況にあります。 

イベントでの活用については、様々なイベントへの参

加など、活用について検討してまいります。 

10 

P8 

第 3 

⑶ 

ウ 

エコール管内の市外の公共図書

館からも学校図書館に本を取り寄せ

られるようにしてほしい。 

 市内の公共図書館に無い本で、エコール管内の市外

の公共図書館にある場合は、学校図書館に取り寄せる

ことが出来ますので、ご利用ください。 

11 

P8 

第 3 

⑶ 

イ 

学校の朝読書で読む教室の本や

学童クラブの本を増やしてほしい。 

 様々な場所で本に触れることが出来るよう、蔵書の充

実に努めてまいります。 

  ※類似の意見はまとめて回答しているため、提出件数と一致しない場合があります。 

  ※ページ欄の表示はパブリックコメント時の素案のページ番号及び項目番号(記号)としています。 


